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研究成果の概要（和文）：実および複素力学系の不変集合の構造や分岐現象について、複素解析

的手法を用いて研究を行った。特に、1 次元複素力学系の無理的中立不動点に関し、近放物型

くりこみを定義し、それに関する不変関数空間を構成した。この関数空間は穴あき円板のタイ

ヒミュラー空間と対応が付き、くりこみがタイヒミュラー計量により縮小的であることが示さ

れた。 
研究成果の概要（英文）：We studied the structure of invariant sets and bifurcation 
phenomena of real and complex dynamical systems via complex analytic methods.  For 
irrationally indifferent fixed points of one-dimensional complex dynamical systems, we 
defined near-parabolic renormalization and constructed its invariant space of functions.  
This space was shown to correspond to the Teichmueller space of once-punctured disk and 
the renormalization is contracting with respect to the Teichmueller metric.   
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１．研究開始当初の背景 
 力学系、特にカオス的力学系の研究では、
軌道の再帰性により相空間やパラメータ空
間の構造の構造が細部に至るまで複雑性の
あるフラクタルの構造を持ち、初期値の微細
な変化も軌道に大きく影響を与えるため、

様々な分岐現象を誘導する。これが力学系の
相空間の不変集合の構造やパラメータ空間
内の分岐集合の研究を困難にしていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、力学系研究に複素解析的手法
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を導入することにより、相空間の不変集合の
構造やパラメータ空間内の分岐集合の構造
を解明することを目標としていた。特に、無
限回くりこみ可能な力学系は低次元力学系
の研究で未解決問題の多く残るカテゴリー
であり、適切な関数空間（力学系の空間）の
設定により、くりこみ写像を考察し、その不
動点や双曲性から、元の力学系の相空間、パ
ラメータ空間に関する情報を引き出すこと
を目標とする。 
 
３．研究の方法 
 Feigenbaumu 型あるいは Douady-Hubbar 型
のくりこみ可能力学系については、擬等角写
像を用いた多項式化定理により、多項式の外
射線、等ポテンシャル曲線によるヨコツ分割
をも強いて、その組み合わせ的考察に帰着す
る。それではカバーできない、無理的中立不
動点や衛星的くりこみ可能系については、近
放物くりこみを定義し、単葉関数論やタイヒ
ミュラー空間論を用いて研究する。また高次
元複素力学系の放物型不動点については、1
次元の場合に有用であった、リーマン面の一
意化定理が存在しないので、その代替となる
手法を模索する。 
 
４．研究成果 
 稲生と宍倉は、無理的中立不動点や衛星的
くりこみ可能系に対応した近放物型くりこ
みについて研究し、不変な関数空間を発見し
た。これは、まず放物型不動点をもつ複素力
学系に対し、放物型くりこみを定義し、それ
によって不変になる関数空間を、単葉関数論
やタイヒミュラー空間論、コンピュータによ
る数値解析を用いて設定し、その摂動として
近放物型系についての結論を得たものであ
る。この結果は Buff-Cheritat によって応用
され、ジュリア集合が正の面積を持つ 2次多
項式を構成する際に利用された。 
 また、上田と宍倉はインディアナ大学の E. 
Bedford と共同で、エノン写像系の放物型不
動点の分岐に関し、分岐後の再帰写像を司る
Lavurs 写像の構成を行った。 
 稲生は、多項式類似写像のくりこみ作用素
の連続性について十分条件や不連続性への
十分条件の考察を行った。 
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